
一般社団法人 公立大学協会

国公立大学振興議員連盟 第26回総会 
令和５年８月23日(水) 16：00～17：00

地域をリードする中核大学へ
- 公立大学における機能強化の課題 -
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【出典】 学校基本調査等をもとに公立大学協会事務局作成

公立大学は100大学へ

（単位：校） （単位：人）

公立大学数とその学生数の推移（H24→R５）

※R5年度の学生数は概数値

右軸：学生数

左軸：大学数
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国立 公立 

学校数 86 99

在学者数 596,195 163,103

教員数（本務者） 63,671 14,571 

事務系職員数 （本務者） 38,806 6,648 

学生/教員 9.36 11.2

学生/職員 15.36 24.53

職員/教員 0.61 0.46
【出典】 R4年度学校基本調査等をもとに公立大学協会事務局作成
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国立大学より少ない教職員による運営体制

【出典】 学校基本調査等をもとに公立大学協会事務局作成
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【出典】 文部科学省関連事業における公立大学採択状況をもとに

公立大学協会事務局にて作成

公立大学の

機能強化へ

大学・高専機能強化支援事業
地域活性化人材育成事業（SPARC）

成長分野における
即戦力人材輩出に向けた

  リカレント教育推進事業

共創の場形成支援プログラム
（COI- NEXT）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業

地域中核・特色ある研究大学の連携による
産官学連携・共同研究の施設整備事業

公立大学 ４大学 が採択

【令和４年度】 ※連携校として

公立大学 １４大学 が採択
（支援１：13大学 支援２：４大学）

【令和５年度】

公立大学 ６大学 が採択

【令和４年度】

公立大学 ４大学 が採択

【令和４年度】

公立大学 ２大学 が採択

【令和５年度】

公立大学 ７大学 が申請中 (12月下旬結果発表予定)

【令和５年度】

地域中核の支援に資するさまざまな事業 （文部科学省事業より一部抜粋）
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令和５年度 事業採択状況（令和5年8月23日現在）

旭川市立大学

横浜市立大学

富山県立大学

福井県立大学

長野大学

名古屋市立大学

福山市立大学

下関市立大学

山陽小野田市立

山口東京理科大学

北九州市立大学

高知工科大学

公立大学 １４大学 が採択
（支援１： １３大学 支援２： ４大学）

大阪公立大学

周南公立大学

山口県立大学

② 大学・高専機能強化支援事業

公立大学 ２大学 が採択

① 地域中核・特色ある研究大学の連携による
 産官学連携・共同研究の施設整備事業

①

②

②

②

②

②

②

②
(支援１・２)

②①

②

②

②

②
(支援１・２)

②
(支援１・２)

②
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●円安・物価高により、高等教育機関としての機能維持の危機にある

（学術雑誌、研究資材、建築資材等の高騰）

●設置団体の理解が得にくく、十分に交付金が充当されていない場合がある

●ファンド機能がなく、自立的な財務基盤が構築しにくい

●年度ごとの会計制度により、中長期的な視点に立った財務計画が立てにくい

財務上の課題

教育力・研究力強化における課題

●公立大学も含めた学生支援や教育・研究支援の充実

●国・世界に貢献するための研究力充実に対する設置団体の理解促進

●人材獲得、特に研究支援人材の拡充

●グローバル化を推進するための環境整備

公立大学の機能強化における課題
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【出典】 平成24年度～令和4年度公立大学便覧より公立大学協会事務局作成

公立大学に対する財政措置等の状況（H24→R４）
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公立大学 財政措置状況の推移

基準財政需要額（総額）：目盛左

運営費交付金予算額（総額）：目盛左

（単位：億円） （単位：校）

公立大学数：目盛右

大学数が増えても地方交付税に反映される基準財政需要額の総計は増えていない。

自治体からの財政措置と交付税措置
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地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業

大阪公立大学
  参画機関：東北大学

施設の概要

本施設に設置されたエネルギーマネジメントシステムを用いた新たな熱・電力融通

ネットワークシステムが開発されるとともにスマートビルを題材として実現する、アー

キテクチャ、標準化、APIなどが構築され、研究力の大幅な向上が期待される。

また、多くの参入が可能な産業基盤が構築され、産学官共創研究が加速する。

社会実証実験の成果を見える化し、行政との連携によって都市のDX・GX化を

目指した研究の社会実装や新事業の創成など大きな展開が期待できる。

研究力の向上戦略との関係性/整備する施設の必要性

スマートエネルギー領域において、ネット・ゼロ・エネルギー・ビ

ル（ZEB）化やスマートビルの社会実装に向けた学内研究

シーズの実証実験及びオープンイノベーションの場として、企

業との共創研究やスタートアップ創出を推進するための産学

官民リビングラボ施設を整備。

大阪公立大学：２０億円

整備する施設の効果について

行政とも連携したオープンイノベーションエコシステム拠点として、多彩なステークホ

ルダーが集まる場を提供する。さらに、DX・GX共創研究を通して、人の活動と調

和した環境の実現、ナッジおよび行動変容を通じた成熟社会の実現、人とロボッ

トが調和された社会の実現に向けた研究開発が促進される。これらの活動の成

果として、自治体と連携した拠点事業の獲得件数を10年後には3倍以上にする

とともに、本学発スタートアップ数を10年後には約2倍以上創出する。

オープンイノベーションインキュベーション

施設名 ：イノベーションアカデミー共創研究拠点(スマートエネルギー棟)

構 造  ：鉄鋼造3階建

規 模 ：延床⾯積約3,000㎡

予定地 ：大阪公立大学 中百舌鳥キャンパス

主な機能 ：産学官共創リビングラボ＆オープンイノベーション拠点

 ・イノベーションエコシステム拠点として、アントレプレナーシップ教育カリキュラム

の演習やハッカソン/テックソン（技術ベースの価値創造）イベント、行政と

連携したアイディアソン、スタートアップ支援のピッチイベントなどに無料開放

 ・産学官民リビングラボとしてエネルギー材料研究、エネルギーマネジメントやス

マートビル、自走ロボット研究などの共創の場（インキュベーション）を提供
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地域の課題をデータとデザイン思考で捉え、文理の枠を超えてDXを実践することにより地域課題の解決に貢献する

・文理融合のSTEAM教育
・企業等と連携したDXによる課題解決（PBL)
・山口大学から６科目を提供（連携開設科目）
データ科学のための数学、統計、AI、DX等

・本学から山口大学へ4科目を提供（連携開設科目）
地域学、デザイン思考、コミュニティデザイン等

・3大学共通のＬMSやプラットフォームを活用
・教学IRによる学習成果の可視化
・高大接続教育、リカレント・リスキリング教育

国公私立3大学で実施する地域活性化人材育成事業(SPARC)
による「一般社団法人やまぐち共創大学コンソーシアム」

大学・高専機能強化支援事業（学部再編等による特定成長
分野への転換等に係る支援）

・文学と工学による複合分野の学科を新設
・県内企業・高校へのニーズ調査に基づく文系DX人材育成
・データサイエンス教育・ＤXの実践を促進する教育等を行う
施設・設備等の充実強化や、教育内容や方法の開発

・最先端の技術革新を体験する機会を創出するための
メタバース教育空間の導入・整備

・実務家教員によるデータサイエンス、地域ビジネス等に
関する専門科目の実施

・県デジタル政策課やY-base等の自治体や、企業・団体等
と連携した実践的な教育現場の開拓

・探求学習を進める高校等との接続教育での連携やPBL
で得た知見を活かした指導助言の推進

・海外の大学との連携、社会人へのリカレント・リスキリング
教育の実施
・地域企業との連携強化による受託研究等の推進

大学全体・国際文化学部のアセスメントプラン
＋

3大学共通のSPARC教育プログラム・アセスメントプラン

大学の内部質保証体制
成長分野に関する内部・外部評価

養成する

人材像

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

実施

検証

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

改善

人間中心の視点からデジタル技術の活用に
ついて考え、さまざまな関係者の話を傾聴・
仲介し、対話を通して地域課題や社会課題の
解決に対するイノベーションを起こすことので
きる人材が育成できているか、その教育
効果と教育成果の検証

山口県立大学
国際文化学部の再編：地域社会の未来をリデザインし、人々の暮らしのDX推進に貢献できる人材を養成する
文理融合型の情報社会学科（仮）を新設
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下関市立大学令和５年度選定 支援１

改組内容

養成する人材像＜特徴・コンセプト＞

多様なデータを設計・分析・活用するために必要な数理統計・情報
学・社会科学に関する理論と実務に習熟することにより、社会や組
織が抱える課題の解決や新たな価値の創造に貢献しうる人材を養
成

データサイエンス学部データサイエンス学科（仮称）新設

【特筆すべき内容と評価した点】
〇申請要件③
社会のニーズを踏まえたカリキュラムを
設定し、それに対応できる学生を確保す
るための入試方法を設定している点を評
価。

＜基本情報＞

改組予定年度：令和６年度
改組内容：学部の新設
設置等組織名：データサイエンス学部データサイエンス学科（仮称）
入学定員：【R6新設】80名
所在地：山口県下関市

外部資金の獲得

科学研究費補助金の
獲得額の増加等によ
り総額30,000千円を
目指す

現在平均 2027年度
(令和9年度)

23,936千円

30,000千円

・実務家による講義
・PBLの実施
・データ提供による研究推進 など

YMFG
山口フィナンシャル
グループ ほか

市大 下関商工
会議所

協
定

協
定

2022.10 2023.2

地元企業との連携

十分な学生確保の見通し
・高校2年向け調査を実施（ 2022.11~2023.1 ）
・回答78高校のみで入学定員を上回る入学希望

「合格した場合、入学したい」126名＞定員80名

設置構想に関する事前協議
・2020年、下関市が設置した「下関市立大学新学部

設置に関する有識者会議」がデータサイエンス学部
設置を適当と答申

企業からの高い人材ニーズ
・企業調査を実施（2022.12~2023.1）
・237箇所（89.8％）が「本学が養成する人材の社会
的ニーズが高い」と回答、うち174箇所（65.9%）が採
用意向あり

社会のニーズを踏まえたカリキュラム等

専門応用

基盤教育・教養教育

専門基礎

ビジネスデータサイエンス

ヘルスデータサイエンス

ビジネス又はヘルスケア分野のデータの分析を学び、実社会で活
躍するための実践的な知識を修得する。

●外国語 ●リベラルアーツ ●下関学 ●キャリア教育 ほか

データサイエンスに関する数学や情報、プログラミングに関する基
礎知識を修得したうえで、統計的分析手法や人工知能を含むアル
ゴリズムに関する幅広い知識とデータ分析・活用の技能を身につけ
る。

科目例
線形代数学、解析学、アルゴリズム論、データサイエンス
入門・演習、回帰分析、定量的データ解析、人工知能概論、
データ分析演習 など

科目例
経営情報概論、情報システム論、経営情報システム論、
E-コマース論、オペレーションズリサーチ など

科目例
保健医療学概論、疫学・公衆衛生学概論、遺伝学概論、
感性データ処理、薬理学概論、医療健康情報学 など

※経営コンサルティング（事業戦略立案・企業変革）やデータサイエンス・DXプロジェクトの経験を有する実務家教員による授業科目を配置
※上記に対応できる学生を確保するため、大学入学共通テストで外国語・数学を必須とし、個別学力検査で小論文（前期）、数学（中期）を課す

適切な教育体制・教育研究環境

・講義のほか、実習、アクティブ・
ラーニング型科目、演習科目やプ
ロジェクト型学習科目を配置

・新校舎建設による教室や研究室
の確保・充実
・高性能パソコン等の配備

多様な入学者の確保

・女子学部生が地元高校等を訪
問し、理系学部の魅力等を紹介
・高校訪問や出張講義の実施
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山陽小野田市立山口東京理科大学令和５年度選定 支援１

改組内容＜基本情報＞
改組予定年度：令和６年度
改組内容：学科の新設
（当該大学が授与する学位の
分野の変更を伴わないもの）

設置等組織名：工学部医薬工学科
入学定員：【R6新設】60名
所在地：山口県山陽小野田市

＜概要＞
事業期間：令和５年度から令和６年度
事業内容：新教室棟の整備

研究機器の購入に要する費用

・他大学や企業との連携の下、アントレプレナー
シップ教育や知財教育、技術経営教育の実施

・「GMPの3原則」(人による間違いを最小限にする、
医薬品の汚染等を防ぐ、高品質を保つ仕組みをつく
る)に精通し、医薬品と工学の両方の知見を有する
Π(パイ)型の技術者を養成

・入学者選抜から出口まで一貫した質保証

バイオ・デジタルトランスフォーメーション産業人材（バイオDX産業人材）を育成

学生寮を含む複合施設
（LABV（Local Asset Backed Vehicle）の手法を採用）

赤字：審査において「特筆すべき内容」と評価された点

＜教育研究環境の整備計画等＞
・最先端の教育研究を行う教員、実務経験のある教員を配置
・DX教育環境とラーニングコモンズを備えた新教室棟を整備
・グループ単位で議論に参加する共創型の教育環境を実現
・外部資金の獲得を推進し、更なる研究力強化を図る
・山陽小野田市による官民連携事業（LABVの手法）にて
新たな学生寮を建設（令和6年3月完成予定）

・入学者選抜における「女子枠」の設置や、女子寮・保育所
により安心して学べる環境を整備し、女性活躍に貢献

バイオ技術 / AI・DX
/ 品質管理・経営管理

工学部
医薬工学科

バイオ産業の成長を牽引する

山陽小野田市立山口東京理科大学
・学校法人東京理科大学にて1995年開学
2016年公立大学法人へ移行
2023年工学部数理情報工学科を開設

・工学部と薬学部と大学院工学研究科
あわせて学生数1,687名・教員数116名

・公立薬工系大学として
地域のキーパーソンを育成します

山口県山陽小野田市

建設予定の新教室棟

・山口県・山陽小野田市・山口県製薬工業協会
に加盟する企業との連携を特色とし、「GMP
品質管理」「薬事法規」「バイオ医薬品工学
総論」「化粧品・医薬部外品総論」「バイ
オ・インフォマティクス」を展開

＜工学部医薬工学科の教育＞
・ライフサイエンスとデータサイエンスの
両方に精通しバイオ医薬品・医療機器、
化粧品・食品に関する製造技術・プロセ
ス開発、製品の品質評価・品質保証に貢
献できる専門的な人材を育成

・バイオ技術と、AI･DX・データサイエン
スの知識と技術、GMP品質管理・経営工
学の知を実践的に活用できる人材を育成
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山陽小野田市立山口東京理科大学令和５年度選定 支援２（一般枠）

Society5.0を具体化する高度情報専門人材を養成
改組内容：研究科等の設置・増員
情報系組織名：＜修士＞工学研究科数理情報科学専攻

＜博士＞工学研究科数理情報科学専攻
情報系組織の入学定員：＜修士＞【R6新設】改組後15名

＜博士＞【R8新設】改組後3名
所在地：山口県山陽小野田市

＜数理情報科学専攻の教育＞
・数物学を基礎とし最先端技術へと繋がる情報科学を工学・
薬学・医学と連携・融合させ、様々なデータを活用した新
たな産業へと繋がるデジタル社会をリードする人材を育成

・学部との６年一貫コースを併設するとともに、オンライン
を活用した社会人教育プログラムを編成

・人材ニーズを踏まえ、地域産業に対応した特別研究を必修
とし、学生自らが課題解決に挑戦する実践的なプログラム
を提供

・スタートアップからスケールアップに繋ぐことができる
アントレプレナーを発揮する人材を養成

・企業や自治体との連携の下、物理空間(現実世界)に実在す
る地方都市の山陽小野田市を、仮想空間(バーチャル世界)
で再現する「デジタルツインDX・AI教育」に取り組む

〇教育研究環境の整備計画
（令和5年度から令和8年度）
・AI、RPA（ロボティック・プロセス・オートメー
ション）等の企業や研究所で勤務経験のある実務教
員をクロスアポイントメント制度を活用して配置

・学生の「デザイン思考」を促すスペースを整備す
るとともに、自治体、産業界、研究者など学内外の
プレーヤーが対面やオンラインを通じ自由に集い交
流する「イノベーション・コモンズ」を整備する。

ベーシック・コース（社会人向け教育プログラム）

数理システム
科学

生命・医療
システム科学

情報システム
科学

知能・認知
科学

工学研究科 数理情報科学専攻

アドバンス・コース（進学する学生向けプログラム）
成長分野を牽引するデータサイエンティスト

赤字：審査において「特筆すべき内容」と評価された点

デジタル・AI・DXを駆使してイノベーションを創出

学生のデザイン思考を促す
スペース整備山陽小野田市デジタルツイン

山陽小野田市立山口東京理科大学
・学校法人東京理科大学にて1995年開学
2016年公立大学法人へ移行
2023年工学部数理情報工学科を開設

・工学部と薬学部と大学院工学研究科
あわせて学生数1,687名・教員数116名

・公立薬工系大学として
地域のキーパーソンを育成します

山口県山陽小野田市
（人口約6万人）
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